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　新年度予算を審議する第１回村議会定例会は３月７

日招集され、会期を３月15日までの９日間と決め、初

日は村長の村政執行方針と教育長の教育行政執行方針

が述べられたほか、損害賠償に関する専決処分の報告

１件、暴力団排除条例の制定等、議案14件を審議可決

し、新年度の各会計予算は予算特別委員会を設置して

審議を付託し、３月13日まで休会に入りました。

　再開日の３月14日は、４名の議員が村政に対する一

般質問を行い、予算特別委員会で新年度各会計予算を

審議し、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定

しました。

　この後開かれた本会議で、後藤予算特別委員会委員

長より審議結果が報告され、いずれも原案どおり可決

されました。

　そのほか、平成23年度各会計の補正予算案５件、閉

会中の継続調査１件をそれぞれ可決、決定し閉会しま

した。

本
年
度
の
除
排
雪
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
23
年
12
月
６
日
に
島

牧
開
発
株
式
会
社
と
除
排
雪
予
定

時
間
１
２
３
０
時
間
、
委
託
金
額

１
８
４
０
万
円
で
契
約
締
結
い
た

し
ま
し
た
が
、
12
月
上
旬
か
ら
の

連
日
の
降
雪
に
よ
り
、
１
月
末
現

在
の
実
績
で
稼
動
時
間
１
１
０
３

時
間
、
委
託
費
約
１
７
２
３
万
円

と
な
り
、
契
約
額
の
約
94
㌫
と
大

半
が
消
費
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
２
月
・
３
月
分

の
除
排
雪
委
託
料
が
不
足
す
る
た

め
、
過
去
の
実
績
を
考
慮
し
７
１

４
万
円
を
今
回
提
出
の
「
議
案
第

１
号
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
」
の
と
お
り
追
加
補
正
し
、
委

託
費
予
算
総
額
を
２
５
８
６
万
円

と
し
除
排
雪
作
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
想
定
を
超
え
る
降
雪

の
た
め
、
２
月
分
の
実
績
が
稼
働

時
間
６
１
０
時
間
、
委
託
費
約
８

５
４
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
稼
働

時
間
の
累
計
で
１
７
１
３
時
間
、

委
託
費
の
総
額
が
約
２
５
７
８
万

円
と
な
り
、
３
月
分
の
除
排
雪
費

が
不
足
と
な
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

今
回
４
７
３
万
円
を
追
加
補
正
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
住
民
の
交
通
の
確

保
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
御
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

藤
澤
　
　
克
　
村
長

行

政

報

告

既
に
皆
様
ご
存
知
の
こ
と
と
は

存
じ
ま
す
が
、
昨
年
10
月
23
日
、

児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法

違
反
（
公
然
陳
列
）
容
疑
で
逮
捕
さ

れ
た
島
牧
小
学
校
教
諭
に
つ
き
ま

し
て
は
、
12
月
21
日
付
を
も
っ
て

懲
戒
免
職
と
な
り
事
件
と
し
て
は

終
息
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
た
び
の

事
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
用
パ

ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
の
事
件
で
あ

り
、
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
設
置

者
で
あ
る
う
え
に
、
村
民
の
個
人

情
報
の
み
な
ら
ず
行
政
運
営
上
、

重
要
な
情
報
の
管
理
責
任
者
で
あ

る
私
に
と
り
ま
し
て
は
、
情
報
管

理
設
備
等
の
不
正
利
用
を
未
然
に

防
止
す
る
に
至
ら
ず
、
社
会
に
多

大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
へ
の
責

任
は
極
め
て
重
い
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
12
月
歌
島
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
行
方
不
明
者
捜
索

の
最
中
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を

担
う
べ
き
職
員
の
不
適
切
な
言
動

等
に
よ
り
、行
政
に
対
す
る
信
用
・

信
頼
を
著
し
く
失
墜
さ
せ
た
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
も
、
管
理
者
と
し

て
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
認
識
す
る
と

村 議 会

第

１
回

定

例

会

▲新年度村政執行方針を述べる藤澤　克村長

村
道
等
の
除
排
雪

村
長
の
減
給
処
分
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こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
事
案

に
対
し
て
自
ら
を
処
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
自
ら
に

５
㌫
、
１
か
月
の
減
給
を
科
す
も

の
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生

じ
な
い
よ
う
、
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
に
係
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

強
化
や
、
不
適
切
な
利
用
に
関
す

る
注
意
喚
起
を
行
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
と
と
も
に
、
職
員
に
対
し
ま

し
て
は
、
公
務
員
と
し
て
の
自
覚

を
再
認
識
し
住
民
福
祉
の
向
上
に

邁
進
す
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

後
志
広
域
連
合
議
会
第
１
回
定

例
会
が
２
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、

新
年
度
に
向
け
た
行
政
執
行
方
針

の
も
と
、
一
般
会
計
予
算
及
び
２

件
の
特
別
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳

出
の
総
額
は
、
一
般
会
計
に
つ
い

て
は
７
０
９
７
万
円
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

85
億
９
１
５
９
万
円
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
51
億

８
７
５
１
万
円
で
あ
り
、
各
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
合
計
額
は
１
３

８
億
５
０
０
７
万
円
で
あ
り
ま
す
。

後
志
広
域
連
合
で
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
事
業

及
び
介
護
保
険
事
業
の
事
務
が
本

格
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も

効
率
的
に
運
営
で
き
ま
す
よ
う
、

積
極
的
に
参
画
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

昨
年
の
島
牧
漁
協
と
し
て
の
漁

獲
量
は
３
７
９
８
ト
ン
、
消
費
税

抜
き
の
漁
獲
金
額
は
９
億
２
０
４

０
万
円
余
り
で
、
平
成
22
年
に
比

べ
、
漁
獲
量
で
５
９
０
ト
ン
、
金

額
で
１
億
２
０
８
０
万
円
程
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
要
因
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

漁
獲
量
で
は
サ
ケ
、
ス
ケ
ソ
ウ
の

増
に
よ
り
、
漁
獲
金
額
で
は
、
イ

カ
ナ
ゴ
、
ナ
マ
コ
、
エ
ビ
が
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、
サ
ケ
、
ホ
ッ
ケ
、

タ
コ
、
イ
カ
の
増
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
特
に
サ
ケ
は
数
量
及
び
金

額
と
も
大
幅
な
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

魚
種
別
に
前
年
と
の
比
較
を
見

ま
す
と
、
数
量
で
前
年
よ
り
増
え

て
い
る
魚
種
は
、
サ
ケ
が
１
７
１

ト
ン
、
ス
ケ
ソ
ウ
が
３
６
２
ト
ン

と
大
幅
に
増
加
し
、
そ
の
外
で
は

イ
カ
が
60
ト
ン
、
タ
コ
が
35
ト
ン

の
増
加
と
な
り
、
減
少
魚
種
は
タ

ラ
が
26
ト
ン
、
カ
レ
イ
の
25
ト
ン

が
目
立
つ
程
度
で
あ
り
ま
す
。

次
に
漁
獲
金
額
で
す
が
、
増
え

て
い
る
主
な
魚
種
は
サ
ケ
が
８
４

０
０
万
円
程
で
前
年
の
倍
以
上
に

増
え
、
ホ
ッ
ケ
が
３
７
５
０
万
円

程
、
イ
カ
が
１
３
４
０
万
円
程
、

タ
コ
が
３
８
８
０
万
円
程
の
増
で

あ
り
ま
し
た
。

減
少
し
た
の
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
が

２
０
９
０
万
円
程
、
エ
ビ
で
１
３

３
０
万
円
程
、
ナ
マ
コ
は
単
価
が

下
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
２
８
３
０

万
円
程
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
と
お
り
、
平
成
23
年
分

の
水
揚
げ
金
額
は
前
年
よ
り
15
㌫

程
増
え
は
い
た
し
ま
し
た
が
、
今

後
と
も
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
漁
業
振
興
を
図
る
た
め
、
作

り
育
て
る
漁
業
の
推
進
等
に
つ
い

て
、
漁
協
と
連
携
し
な
が
ら
努
力

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。は

じ
め
に
、
有
限
会
社
東
日
本

農
産
物
加
工
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
２
月
22
日
島
牧
商
工
会
よ

り
、
経
営
者
全
員
が
見
当
た
ら
な

い
と
の
情
報
提
供
が
あ
り
、
山
菜

加
工
場
並
び
に
居
住
し
て
お
り
ま

し
た
公
営
住
宅
に
つ
い
て
、
状
況

調
査
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
加

工
場
に
つ
い
て
は
、
機
械
類
並
び

に
製
品
の
一
部
を
放
置
し
た
ま
ま

操
業
停
止
と
な
っ
て
お
り
、
自
宅

に
つ
き
ま
し
て
も
、
全
て
の
家
財

道
具
が
持
ち
出
さ
れ
た
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
倒
産
」
状
況
に
類

す
る
も
の
と
推
定
し
、
操
業
停
止

に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
従
業
員
10
名
が
解
雇
と

な
り
内
２
名
が
村
民
で
あ
る
こ
と
、

村
内
企
業
に
多
額
の
未
払
金
を
残

し
て
い
る
こ
と
、
村
に
対
し
て
は

税
な
ど
で
70
万
円
程
の
滞
納
・
未

払
い
が
あ
る
こ
と
が
判
明
い
た
し

ま
し
た
。

３
月
７
日
現
在
、
法
的
な
清
算

処
理
に
至
っ
て
い
る
の
か
情
報
は

得
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
経
済

的
影
響
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
対

し
、
一
日
も
早
く
適
切
な
措
置
が

取
ら
れ
る
こ
と
、
並
び
に
村
へ
の

滞
納
・
未
払
金
が
滞
り
な
く
支
払

い
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

次
に
、
株
式
会
社
ソ
ー
イ
ン
グ

島
牧
の
一
時
休
業
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

先
般
、
２
月
29
日
株
式
会
社

ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
代
表
取
締
役
よ

り
、
３
月
中
旬
頃
か
ら
工
場
の
操

業
を
一
時
休
業
す
る
旨
の
話
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

状
況
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
株

式
会
社
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山
か
ら
、

か
ね
て
よ
り
示
さ
れ
て
い
た
平
成

24
年
度
の
発
注
予
定
数
で
は
、
経

営
計
画
が
成
り
立
た
な
い
と
の
こ

と
で
あ
り
、
発
注
予
定
数
の
見
直

し
等
に
つ
い
て
交
渉
中
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
す
る
ま
で

の
間
、
工
場
の
操
業
を
一
時
休
業

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
と

の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
資
金

融
資
の
問
題
、
地
元
雇
用
の
問
題

等
の
観
点
か
ら
、
生
産
効
率
の
見

直
し
や
経
費
節
減
等
に
よ
る
経

営
努
力
を
申
し
入
れ
る
と
と
も

に
、
発
注
元
で
あ
る
株
式
会
社
オ

ン
ワ
ー
ド
樫
山
に
対
し
、
本
村
雇

用
の
大
き
な
場
と
な
っ
て
い
る
地

元
企
業
で
あ
り
、
村
と
し
て
も
設

備
投
資
な
ど
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
き
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
の
安
定
経
営
の

た
め
に
も
、
発
注
予
定
数
の
見
直

し
等
に
よ
る
最
大
限
の
支
援
と
理

解
を
強
く
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
報
告
い
た
し
ま
す
。

後
志
広
域
連
合
の
運
営

漁
協
水
揚
げ
状
況

地
元
企
業
の
操
業
停
止
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去
る
１
月
25
日
、
島
牧
開
発
株

式
会
社
様
よ
り
葬
斎
場
備
品
と
し

て
、
37
イ
ン
チ
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
液

晶
テ
レ
ビ
１
台
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
備
品

に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
切
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

▼
財
政
調
整
基
金
の
一
部
処
分

▼
一
般
会
計
予
算

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

▼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計
予
算

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
▼
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会

計
予
算

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
全
員
構
成

に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
こ
れ
に
付
託
し
て
審
査
す
る

こ
と
に
決
定
。

▼
専
決
処
分
の
報
告

公
用
車
運
転
中
の
接
触
事
故
に

対
す
る
損
害
賠
償
額
の
決
定
、
損

害
賠
償
額
８
４
，
３
３
１
円
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
23
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
）

歳
入地

域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事

業
補
助
金
99
万
円
追
加
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
８
５
５
万
円
追
加
。

歳
出地

域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事

業
99
万
円
追
加
、
除
雪
車
修
繕
料

１
４
０
万
円
追
加
、
村
道
等
除
排

雪
委
託
７
１
５
万
円
追
加
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
９
５
４
万

円
追
加
し
、
予
算
総
額
22
億
６
５

０
０
万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

法
務
大
臣
に
対
し
、
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
字
千
走
、
吉
澤
伊
久

子
氏
を
推
薦
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
同
意

▼
島
牧
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定村
、
住
民
、
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
て
暴
力
団
の
排
除
を
推
進
す

る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
表
彰
条
例
の
一
部
改
正

表
彰
式
の
開
催
日
を
文
化
の
日

（
11
月
３
日
）以
外
、
前
後
の
日
程

で
も
開
催
で
き
る
よ
う
条
例
を
改

正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
部
及
び
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正

役
場
行
政
機
構
の
部
制
を
廃
止
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　「
育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
務

制
度
」
を
利
用
し
、
村
職
員
の
育

児
を
支
援
し
、
育
児
と
仕
事
の
両

立
を
図
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

「
育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
務

制
度
」
の
勤
務
時
間
等
に
つ
い
て

整
備
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
特
別
職
の
職
員
の
給
与

及
び
旅
費
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

情
報
管
理
設
備（
パ
ソ
コ
ン
）

の
適
正
な
維
持
管
理
を
怠
っ
た
こ

と
並
び
に
職
員
の
不
祥
事
に
よ
り
、

管
理
者
責
任
と
し
て
村
長
の
給
料

を
１
ヶ
月
間
、
５
㌫
減
額
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
税
条
例
の
一
部
改
正

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
、

防
災
に
必
要
な
財
源
確
保
の
た
め
、

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
体
育
指
導
委
員
の
定
数

及
び
任
期
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
新
た
に
制

定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
体
育
指

導
委
員
の
名
称
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
に
変
更
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象
と
な

る
遺
族
の
範
囲
に
、
兄
弟
姉
妹
を

加
え
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
改
正

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、

知
的
障
害
児
通
園
施
設
等
の
通
所

に
よ
る
支
援
を
行
う
施
設
が
、
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
一
元
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
条
文
の
整
理
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
重
度
心
身
障
害
者
及
び

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
改
正

改
正
内
容
、
前
議
案
に
同
じ
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

歳
入公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

（
小
田
西
川
ほ
か
）
国
庫
負
担
金
２

２
７
９
万
円
減
額
、
子
ど
も
手
当

シ
ス
テ
ム
改
修
国
庫
補
助
金
３
１

５
万
円
追
加
、
地
籍
調
査（
数
値

情
報
化
）
事
業
国
庫
・
道
補
助
金

補
正
予
算

指
定
寄
附

審議

議案

した

新
年
度
予
算

条
例
制
定

条
例
改
正

専
決
処
分

人
事
案
件
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４
０
０
万
円
減
額
、
雪
寒
機
械
整

備
補
助
金
５
６
９
万
円
減
額
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
７
１
５
万
円

減
額
、
歯
科
診
療
所
収
入
３
４
１

万
円
追
加
ほ
か
。

歳
出各

種
事
業
の
完
了
見
込
み
に
よ

る
予
算
整
理
の
ほ
か
、
地
籍
調
査

（
数
値
情
報
化
）
事
業
委
託
５
３
３

万
円
減
額
、
歯
科
診
療
委
託
３
４

１
万
円
追
加
、
村
道
等
除
排
雪
費

４
７
３
万
円
追
加
、
雪
寒
機
械
購

入
８
４
７
万
円
減
額
、
合
併
処
理

浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
１

５
８
０
万
円
減
額
ほ
か
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
４
１
１
２

万
円
減
額
し
、
予
算
総
額
22
億
２

３
８
８
万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

歳
入一

般
会
計
繰
入
金
27
万
円
減
額
。

歳
出後

志
広
域
連
合
分
賦
金
１
３
２

２
万
円
追
加
、
財
政
調
整
基
金
積

立
金
１
３
４
９
万
円
減
額
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
27
万
円
減

額
し
、
予
算
総
額
７
４
９
６
万
円

と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
23
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入水

道
使
用
料
１
２
４
万
円
減
額
、

一
般
会
計
繰
入
金
91
万
円
追
加
。

歳
出維

持
管
理
費
35
万
円
減
額
ほ
か
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
33
万
円
減

額
し
、
予
算
総
額
７
９
６
５
万
円

と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
23
年
度
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入介

護
サ
ー
ビ
ス
収
入
２
３
１
万

円
減
額
、
一
般
会
計
繰
入
金
２
１

３
万
円
追
加
ほ
か
。

歳
出居

宅
介
護
支
援
事
業
費
19
万
円

減
額
ほ
か
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
30
万
円
減

額
し
、
予
算
総
額
３
５
２
５
万
円

と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
平
成
23
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

歳
入循

環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

４
９
７
万
円
減
額
、
一
般
会
計
繰

入
金
１
５
８
０
万
円
減
額
、
浄
化

槽
事
業
債
・
辺
地
債
１
９
０
０
万

円
減
額
ほ
か
。

歳
出水

洗
便
所
改
良
等
工
事
資
金
補

助
金
４
７
７
万
円
減
額
、
浄
化
槽

設
置
工
事
３
３
０
３
万
円
減
額
ほ

か
。歳

入
・
歳
出
と
も
に
４
０
４
１

万
円
減
額
し
、
予
算
総
額
７
７
８

９
万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

上
砂
川
町
が
砂
川
地
区
広
域
消

防
組
合
に
加
入
し
た
た
め
、
組
合

規
約
を
変
更
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査

議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
す
る
も
の
。

そ

の

他

　第１回村議会定例会での一般質問の
内容と理事者側の回答をご紹介します。
　今回の質問者は４名で、その全文を
掲載しました。

一 般
質 問長尾 文裕　 議員

村政執行方針
泊原発

道道美川黒松内線通行止め
学校給食

後藤 　論　 議員
基幹産業の振興

中田 仁史　 議員
観光振興対策

合併処理浄化槽事業の公共施設の整備

瀬戸川 豊　 議員
村政執行方針における保健福祉対策
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一 般 質 問
藤
澤
村
長

観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て
の
ご

質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
質
問
者

が
申
さ
れ
る
と
お
り
、
当
村
に
お

き
ま
し
て
は
観
光
産
業
は
大
き
な

可
能
性
の
あ
る
産
業
で
あ
る
と
私

も
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
こ
と
か
ら
、
「
賀
老
の
滝

の
遊
歩
道
」
や
「
狩
場
山
登
山
口
」

ま
で
の
舗
装
な
ど
、
積
極
的
に
整

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

現
状
に
お
い
て
本
村
の
旅
館
・

民
宿
に
対
し
ま
す
入
込
調
査
に
よ

り
ま
す
と
、
当
村
に
お
け
る
外
国

人
客
の
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
昨
年

の
実
績
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一
昨
年
の
平
成
22
年
度
に
は

13
名
宿
泊
の
実
績
が
ご
ざ
い
ま
し

て
、
質
問
者
の
ご
指
摘
の
と
お
り
、

今
後
本
村
に
お
き
ま
し
て
も
外
国

人
客
は
増
え
て
い
く
も
の
と
推
察

す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
後

志
総
合
振
興
局
に
お
き
ま
し
て
も

平
成
21
年
度
か
ら
英
語
版
と
中
国

語
版
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
韓
国

語
版
の
「
し
り
べ
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
、
本
年
度
版
に
つ

き
ま
し
て
は
本
年
３
月
中
に
管
内

の
道
の
駅
に
配
付
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

後
志
管
内
の
動
き
も
外
国
人
観

光
客
の
受
入
体
制
を
整
え
る
傾
向

で
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
も
村
観
光

協
会
と
連
携
し
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
徐
々
に
取
り
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

中
田
議
員

お
金
が
多
少
か
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
に
か

か
ら
な
く
て
も
や
れ
る
こ
と
っ
て

あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
色
々
、
一

生
懸
命
考
え
て
、
色
ん
な
行
動
を

す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
新
千
歳
国
際
空
港
が
新

し
く
改
装
さ
れ
ま
し
て
凄
い
変
わ

り
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
行
か
れ
た
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
当
に
こ

れ
か
ら
ア
ジ
ア
、
中
国
や
韓
国
、

台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
あ

た
り
か
ら
観
光
客
が
ど
ん
ど
ん
来

る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
今
、
島
牧
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
英
語
だ
け

ち
ょ
っ
と
書
い
て
い
る
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
や
は
り
英
語
、
中
国
語
、

で
き
れ
ば
台
湾
圏
の
中
国
の
簡
略

し
た
中
国
語
と
韓
国
語
、
こ
れ
を

ぜ
ひ
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ

ほ
ど
多
額
な
お
金
が
か
か
る
わ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
観

光
客
に
対
し
て
親
切
な
こ
と
を
す

る
と
、
そ
う
い
う
村
に
な
る
と
い

う
こ
と
が
や
は
り
観
光
産
業
を
盛

ん
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は

大
変
大
事
な
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
や
れ
る
こ

と
か
ら
積
極
的
に
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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島
牧
村
の
未
来
に
と
っ
て
観
光
産
業
は
大
き
な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
産
業
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
同
じ
認
識
だ

と
思
い
ま
す
。
観
光
産
業
の
対
象
と
す
る
お
客
様
、
い
わ
ゆ
る
観
光
客
は
、
以
前
は
ほ
と
ん
ど
日
本
人
で
し
た
が
、

今
後
外
国
人
が
多
く
な
る
こ
と
は
、
道
の
動
き
や
小
樽
市
、
後
志
の
動
き
を
見
て
も
あ
き
ら
か
で
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光
看
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
中
国
語
、韓
国
語
、
英
語
の
表
記
を
入
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

観
光
振
興
対
策

中　田　仁　史　議員

一 般 質 問

問

▲ ▲賀老の滝方面を案内する観光案内看板
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一 般 質 問

後　藤　　　論　議員

基
幹
産
業
の
振
興

問
　

本
村
経
済
の
活
性
化
に
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
、
農
業
は
云
う
に
及
ば
ず
商
工
業
や
観
光
業
に

つ
い
て
も
振
興
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若
い
人
達
が
定
住
す
る
に
は
就
労
機
会
を
創
出
し
、

産
業
後
継
者
の
育
成
に
は
、
携
わ
る
産
業
の
経
営
安
定
化
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

村
政
執
行
方
針
を
お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
産
業
振
興
策
、
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

利
用
頻
度
の
高
い
役
場
庁
舎
に

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
と
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
本
目
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
「
お
あ
し
す
」・「
永
豊
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
若
者
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
内
住
民
の
利
用
は

も
と
よ
り
他
市
町
村
と
の
交
流
の

場
所
と
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
３
施
設
を

最
優
先
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
質
問
に
ご
ざ
い
ま
し
た
役
場

庁
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
住

民
の
ほ
か
多
く
の
方
が
訪
れ
る
施

設
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
改
修

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
庁
舎
は
災
害
発
生

時
の
防
災
拠
点
と
な
る
重
要
な
建

物
で
あ
る
も
の
の
、
反
面
、
築
44

年
を
経
過
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
特
に
地
震
災
害
に
対
し
て
の

安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
の

耐
震
診
断
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え

で
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え

ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

中
田
議
員

本
目
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
お

あ
し
す
」
を
や
ら
な
く
て
も
い
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
緊
急

度
を
勘
案
し
て
、
や
は
り
目
が
痛

く
な
る
よ
う
な
ト
イ
レ
を
先
に
無

く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
変

大
事
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う

ん
で
す
。

そ
う
い
う
点
で
「
お
あ
し
す
」

は
、
私
も
い
つ
も
使
っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
水
洗
ト
イ
レ
な
の
か

な
と
思
う
ほ
ど
大
変
使
い
や
す
い

ト
イ
レ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
役
場
の
ト
イ
レ
は
大

変
劣
悪
な
の
で
、
島
牧
村
役
場
は

村
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
大
変
多

い
で
す
し
、
先
に
さ
れ
て
は
如
何

か
、こ
れ
は
要
望
で
す
け
れ
ど
も
、

要
望
を
し
て
終
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

中　田　仁　史　議員

合併処理浄化槽事業
の公共施設の整備

問
　本年度の合併処理浄化槽事業の設置予定基数は、

一般住宅の18基と公共施設の本目ふれあいセンター

「おあしす」・永豊改善センター・スポーツセンター

及び本目教員住宅１棟の４基になっています。

　しかし、「おあしす」のトイレはまだ新しく簡易

水洗トイレとなっているので、使用度が高く、お客

様も多い、役場庁舎を本年整備した方が良いのでは

ないでしょうか。

藤
澤
村
長

具
体
的
な
産
業
振
興
策
及
び
計

画
に
つ
い
て
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
村
政
執
行
方
針
で
述
べ

た
こ
と
と
若
干
重
複
す
る
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
質
問
者
の
ご

指
摘
の
と
お
り
、
産
業
後
継
者
の

育
成
に
は
携
わ
る
産
業
の
経
営
安

定
化
策
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
す

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

は
じ
め
に
水
産
業
振
興
対
策
に

つ
い
て
は
、
作
り
育
て
る
漁
業
を

推
し
進
め
て
資
源
の
安
定
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ソ
イ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
、
サ
ケ
・

マ
ス
の
放
流
事
業
の
継
続
実
施
と

議会広報　かりば　139号
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一 般 質 問
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

次
に
、
農
業
振
興
対
策
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
村
に
お
い

て
畜
産
農
家
を
除
い
て
専
業
農
家

は
２
戸
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
ま

す
が
、
将
来
的
に
も
農
業
を
継
続

実
施
し
て
い
く
た
め
、
堆
肥
の
積

極
的
投
入
に
よ
る
地
力
増
進
事
業

や
耕
作
放
棄
地
化
を
未
然
に
防
止

す
る
農
地
流
動
化
対
策
な
ど
の
事

業
も
引
き
続
き
実
施
し
て
参
り
ま

す
。次

に
、
商
工
業
振
興
対
策
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
・
経

済
環
境
や
生
活
環
境
の
変
化
に
伴

い
個
人
の
消
費
嗜
好
が
変
化
す
る

中
、
小
売
商
業
者
の
方
々
は
大
変

に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
消
費
購
買
力
を
刺
激

し
、
売
上
の
増
加
と
購
買
力
の
村

外
流
出
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
商
工
会
が
実
施
し
て
お
り
ま

す
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

に
対
し
、
補
助
す
る
な
ど
の
方
策

を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

こ
れ
ら
即
効
的
な
方
策
に
加

え
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
本
村
特

有
の
地
域
資
源
や
技
術
を
活
用
す

る
特
産
品
の
開
発
な
ど
、
「
賑
わ

い
の
創
出
」
や
「
六
次
産
業
化
の

推
進
」
に
加
え
、
「
消
費
者
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
」
の
た
め
の
個
店
の

経
営
改
善
や
個
性
化
な
ど
、
具
体

的
な
方
策
に
つ
い
て
商
工
会
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
取

り
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

以
上
、
産
業
振
興
策
と
し
て
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
産
業
振
興
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

後
藤
議
員

た
だ
今
、
全
般
に
当
て
は
ま
る

ご
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
ま
で
村
長
が
就
任

し
て
以
来
、
私
は
今
朝
こ
れ
（
村

長
選
挙
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
平
成
19

年
）
を
持
っ
て
参
り
ま
し
た
。

村
長
、
こ
れ
持
っ
て
い
ま
す
ね
、

皆
さ
ん
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

こ
の
５
つ
の
中
に
何
て
書
い
て

い
ま
す
か
、
村
長
。
こ
の
中
の
１

点
で
も
、
島
牧
の
生
活
向
上
、
安

定
の
た
め
に
村
長
、
一
歩
踏
み
出

し
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
。

こ
れ
だ
け
島
牧
で
魚
が
獲
れ
、

農
業
で
も
や
り
よ
う
に
よ
っ
て
は

生
活
し
て
い
る
基
盤
、
方
法
が
い

く
ら
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
ど
う
し
て
一
歩
手
を
貸

し
て
、
農
家
、
漁
業
の
所
得
を
一

歩
で
も
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
政
策

を
と
れ
な
い
ん
で
す
か
。

こ
れ
は
た
だ
書
い
た
だ
け
の
文

書
な
ん
で
す
か
。
こ
れ
に
対
し
て

ど
う
思
い
ま
す
か
。

藤
澤
村
長

今
、
示
さ
れ
た
そ
れ
は
ち
ょ
っ

と
遠
く
て
あ
れ
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
私
が
１
期
目
の
時
に
最
初
に

住
民
の
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
な
い
か
な
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
中
に
書
い
て
あ
る
、
当
時

の
す
ぐ
に
で
も
手
を
付
け
て
や
る

べ
き
こ
と
と
い
う
こ
と
で
述
べ
て

い
た
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

れ
相
応
の
対
応
を
私
は
と
っ
て
き

た
と
い
う
ふ
う
に
自
負
し
て
お
り

ま
す
。

具
体
的
な
こ
と
で
申
し
上
げ
ま

す
と
、
例
え
ば
、
農
業
問
題
等
で
、

い
わ
ゆ
る
農
業
者
の
皆
さ
ん
の
直

接
的
な
生
産
が
お
金
に
変
わ
っ
て

い
く
、
ま
た
生
産
さ
れ
た
も
の
を

す
ぐ
に
販
売
し
て
い
け
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
い
う
こ
と

で
、
道
の
駅
等
に
も
生
産
者
が
即

売
で
き
る
販
売
コ
ー
ナ
ー
等
の
設

置
な
ど
、
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と

を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
つ
も
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
、

何
も
一
歩
踏
み
出
し
て
い
な
い
と

い
う
ご
指
摘
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
私
と
し
て
も
着
実
に

一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
る
と
い
う
思

い
で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
藤
議
員

簡
単
に
言
え
ば
、
農
業
の
方
の

話
を
こ
の
間
、
聞
い
て
き
ま
し
た
。

今
、
テ
ラ
ピ
ア
の
あ
と
の
横
に

鉄
骨
の
ハ
ウ
ス
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

あ
れ
を
ど
う
し
て
農
家
の
人
達
に

貸
し
て
あ
げ
な
い
ん
で
す
か
。

農
家
の
人
達
に
苗
を
作
る
と

か
、
色
ん
な
部
分
で
手
を
差
し
延

べ
、
利
用
す
る
方
法
を
考
え
な
い

の
で
す
か
、
一
つ
考
え
て
も
。

そ
れ
と
今
、
椎
茸
を
や
っ
て
い

る
農
家
さ
ん
お
り
ま
す
よ
ね
。
立

派
に
自
立
し
て
や
っ
て
い
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

こ
の
間
、
新
聞
で
も
宮
城
の
亘

理
町
か
ら
伊
達
市
に
イ
チ
ゴ
の
移

住
を
さ
れ
て
、
伊
達
市
が
全
面
的

に
応
援
し
て
、
今
、
大
々
的
に
ハ

ウ
ス
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
こ
の

間
、
で
き
た
イ
チ
ゴ
を
北
海
道
知

事
さ
ん
に
持
っ
て
い
き
ま
し
た
よ

ね
。

島
牧
で
も
ど
う
し
て
付
加
価
値

を
付
け
る
よ
う
な
行
政
を
皆
さ
ん

に
呼
び
か
け
て
、村
が
指
導
な
り
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
あ
げ
な
い
ん

で
す
か
。

聞
け
ば
、
お
金
が
な
い
か
ら
そ

こ
ま
で
出
来
な
い
と
か
っ
て
い
う

話
が
返
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

お
金
が
な
か
っ
た
ら
ア
イ
デ
ア

を
出
せ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。そ

こ
ま
で
村
長
が
考
え
な
が
ら

今
後
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
我
々
も
協
力
し
ま
す
し
、
そ

う
い
う
決
意
が
あ
る
の
か
な
い
の

か
、
ち
ょ
っ
と
お
伺
い
し
ま
す
。

藤
澤
村
長

今
、
具
体
的
に
２
点
ほ
ど
例
を

挙
げ
て
い
た
だ
い
て
の
お
話
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
本
村
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
農
業
者
と
の

関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
わ
ゆ

る
農
業
生
産
振
興
会
が
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
こ
を
通
じ
て
様
々
な
要
望

等
が
な
い
か
聞
き
な
が
ら
や
っ
て

い
る
実
態
に
は
ご
ざ
い
ま
す
。

逆
に
、
農
業
者
か
ら
の
申
し
出

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
村

が
積
極
的
に
行
政
指
導
を
し
て
い

く
、
官
主
導
で
進
む
場
面
が
あ
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
な
と
い



9

一 般 質 問

う
ご
質
問
者
の
ご
指
摘
か
な
と
思

い
ま
す
。

農
業
自
体
は
ま
ず
は
農
業
者
自

ら
が
自
助
努
力
云
々
と
い
う
の

は
、
非
常
に
大
き
な
部
分
が
あ
る

の
も
事
実
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
基
盤
的
な
部
分
に

対
し
て
の
支
援
等
は
、
先
ほ
ど
申

し
上
げ
た
と
お
り
行
っ
て
き
て
い

る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

併
せ
て
今
後
も
も
っ
と
具
体
的

な
生
産
に
対
し
て
の
要
望
等
が
強

く
農
業
者
の
ほ
う
か
ら
も
あ
る
よ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
も
ち
ろ
ん
こ

れ
か
ら
も
そ
れ
に
対
し
て
村
と
し

て
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
考

え
は
私
と
し
て
は
基
本
的
に
持
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
む
し
ろ
そ
う

い
う
小
規
模
農
業
地
で
あ
る
が
ゆ

え
に
で
き
る
可
能
性
と
い
う
も
の

を
共
に
探
っ
て
い
き
た
い
と
い
う

ふ
う
に
は
、
い
つ
も
農
業
者
の
ほ

う
に
も
話
を
し
て
は
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
具
体
的

な
何
か
い
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ

ば
、
私
も
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
た
、
ハ
ウ
ス
等
の
利
用
に
つ

き
ま
し
て
も
、
積
極
的
に
ハ
ウ
ス

の
活
用
等
が
あ
れ
ば
貸
し
出
す
こ

と
に
つ
い
て
は
私
も
積
極
的
に
対

処
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

後
藤
議
員

村
長
が
そ
の
よ
う
な
前
向
き
な

考
え
で
あ
れ
ば
農
業
振
興
会
な

り
、
農
業
の
方
々
、
漁
業
の
方
々

で
も
相
談
に
行
っ
た
な
ら
ば
、
前

向
き
な
姿
勢
で
相
談
に
の
っ
て
あ

げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

▶
ノ
リ
採
り（
鷹
ノ
巣
）

▲
宮
内
地
区
の
稲
刈
り

藤
澤
村
長

村
政
執
行
方
針
に
述
べ
て
お
り

ま
す
「
次
世
代
に
で
き
る
だ
け
負

担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
常
に
効
率

的
な
行
政
運
営
に
努
め
る
」
と
述

べ
た
真
意
に
つ
い
て
の
ご
質
問
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
承
知
の
と
お

り
平
成
22
年
度
決
算
に
お
き
ま
し

て
も
本
村
の
財
政
運
営
に
お
け
る

歳
入
予
算
全
体
の
58
．
１
％
が
地

方
交
付
税
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
税
収
が
構
造
的
に
少
な
い

本
村
の
よ
う
な
自
治
体
で
は
、
い

わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
改
革
」
等
に

よ
り
税
源
移
譲
に
よ
る
増
収
分
を

上
回
る
地
方
交
付
税
の
減
額
が
深

刻
な
財
源
不
足
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
事
業
執
行
に
あ

た
っ
て
は
地
方
交
付
税
措
置
が
な

さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
優
良
起
債
と

呼
ば
れ
る
過
疎
債
、
或
い
は
辺
地

債
な
ど
を
充
当
し
、
財
政
に
余
裕

を
持
た
せ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
の
事
業
に
率
先
し
て
臨
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
財
政
調
整

基
金
等
を
可
能
な
限
り
減
少
さ
せ

な
い
努
力
を
す
る
考
え
を
込
め
、

執
行
方
針
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
も
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
こ
と
を
念
頭
に
、

常
に
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

村
政
執
行
方
針
を
拝
聴
し
て

問
　

村
政
執
行
方
針
の
中
で
、
村
長
は
、
次
世
代
に
で
き
る
だ
け
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う

云
々
と
述
べ
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
真
意
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

長　尾　文　裕　議員

議会広報　かりば　139号
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あ
り
き
た
り
の
答
弁
か
な
と
思

い
ま
す
。

ご
自
身
も
そ
れ
以
上
の
突
っ
込

ん
だ
内
容
的
な
部
分
、
私
が
意
と

し
て
い
る
部
分
、
お
感
じ
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、

今
、
こ
れ
だ
け
の
閉
塞
感
が
あ
る

島
牧
で
今
後
10
年
、
20
年
先
の
島

牧
を
考
え
た
場
合
、
そ
れ
は
多
少

後
世
代
の
時
代
に
対
し
て
負
担
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

今
の
状
態
を
続
け
て
い
っ
た
な
ら

ば
、
こ
の
島
牧
に
人
が
住
め
な
く

な
り
ま
す
よ
と
、
そ
れ
は
前
に
も

申
し
た
で
し
ょ
う
。

や
は
り
島
牧
に
定
着
す
る
た
め

に
は
仕
事
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
色
ん
な
こ

と
を
模
索
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ

と
、
今
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
本
当
に

島
牧
に
若
い
者
は
残
り
ま
せ
ん
よ
。

昨
年
で
す
か
、
私
が
予
算
委
員

会
の
中
で
も
言
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
皆
さ
ん
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
本
当
に
そ
ん
な
状

態
が
来
ま
す
よ
。

今
、
私
の
前
の
後
藤
さ
ん
か
ら

も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
島
牧

に
人
が
定
着
で
き
る
だ
け
の
産
業

を
き
ち
ん
と
起
こ
す
、
ま
た
、
そ

の
産
業
に
関
わ
っ
た
な
ら
ば
生
活

し
て
い
け
る
と
い
う
、
そ
う
い
う

等
の
関
係
を
要
約
し
て
申
し
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
れ
ど
も
、

「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
」
と
い
う
言
葉
が
出
て

お
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
緊
急
防
護

措
置
区
域
、「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
」
で
す
け

れ
ど
も
、
泊
原
発
か
ら
同
心
円
で

半
径
30
㌔
圏
と
い
う
の
が
広
く
一

般
報
道
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

図
面
に
落
と
す
と
寿
都
町
管
内

で
は
美
谷
付
近
ぐ
ら
い
に
位
置
す

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
蘭
越
町

管
内
で
は
目
名
付
近
ま
で
が
範
囲

に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
本
村
は

半
径
50
㌔
圏
内
、
40
㌔
圏
内
か
ら

ち
ょ
っ
と
か
か
っ
て
く
る
の
で
す

が
、
50
㌔
圏
内
い
わ
ゆ
る
放
射
性

物
質
の
雲
の
通
過
に
備
え
、
甲
状

腺
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
安
定
ヨ

ウ
素
剤
の
配
備
を
準
備
す
る
地
域

と
い
う
こ
と
で
、
報
道
等
で
も「
Ｐ

Ｐ
Ａ
」
と
い
う
表
現
を
さ
れ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
放
射
性
ヨ

ウ
素
対
策
地
域
に
位
置
し
、
大
平

ト
ン
ネ
ル
永
豊
口
側
の
付
近
ま
で

が
範
囲
に
入
っ
て
く
る
ぐ
ら
い
か

な
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。後

志
町
村
会
で
ど
の
よ
う
な
意

見
を
述
べ
て
い
る
の
か
と
の
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
言
い

ま
し
た
と
お
り
、
私
は
後
志
町
村

会
の
み
な
ら
ず
様
々
な
場
で
述
べ

て
い
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
Ｕ
Ｐ
Ｚ
、
30

㌔
圏
の
範
囲
、
現
在
13
町
村
に
限

ら
ず
、
後
志
圏
域
と
し
て
事
故
発

生
の
通
報
や
経
過
情
報
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
網
羅
し
た
安
全
協
定

等
の
締
結
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

事
故
発
生
時
に
あ
っ
て
は
、
ま
ず

も
っ
て
避
難
路
の
確
保
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
道
・
道
々
の

安
全
確
保
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

原
子
力
防
災
計
画
の
策
定
に
関
し

北
海
道
の
積
極
的
関
与
と
財
政
支

援
な
ど
も
併
せ
て
要
望
し
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
般
、
新
聞
記
事
が
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
北
海
道
知
事
が｢

後
志

管
内
全
体
の
自
治
体
と
北
電
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
る
」
方
針
を

示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
ま
さ
に
後
志
町
村
会
と
し

て
も
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
従
来
よ
り
私
の
述
べ
て
き
た

こ
と
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

安
全
協
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て

言
及
さ
れ
て
間
も
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
後
志
圏
域

は
も
と
よ
り
島
牧
村
と
し
て
も
望

ま
し
い
協
定
内
容
と
な
る
よ
う
な

意
見
を
述
べ
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

投
資
的
経
費
を
思
い
切
っ
て
か
け

な
か
っ
た
ら
私
は
本
当
に
島
牧
に

人
が
残
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
昨
年
も

私
具
体
的
に
言
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
四
方
八
方
手
を
尽
く
し
て
可

能
性
を
、
ま
た
そ
う
い
う
人
材
を

交
渉
す
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と

推
し
進
め
て
い
っ
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
駄
目
な
の
で
は
な
い
の
か

な
と
。

い
ち
い
ち
村
長
の
行
動
は
私
お

聞
き
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ

ら
に
向
け
て
も
う
少
し
今
一
歩
踏

み
出
し
た
状
態
で
、
10
年
、
20
年

先
、
島
牧
村
が
島
牧
村
と
し
て
残

れ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
。

こ
れ
は
も
う
答
弁
は
求
め
ま
せ

ん
。
私
の
要
望
で
再
質
問
は
終
り

ま
す
。

藤
澤
村
長

泊
原
発
の
事
故
発
生
等
を
想
定

し
て
、
如
何
な
る
考
え
を
基
本
的

に
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
対
す
る
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
た
ま
た
ま
新
聞
に
そ

の
あ
と
出
ま
し
た
の
で
あ
れ
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
新
聞
記
事
に
出

て
い
た
中
身
と
い
う
の
は
、
私
は

事
故
発
生
当
時
か
ら
終
始
一
貫
変

わ
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
ま
ず
最
初
に
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
こ
の
機
会
に
本
村
が

泊
原
発
と
ど
の
よ
う
な
位
置
関
係

に
あ
る
か
、
今
ま
で
の
様
々
な
話

泊 原 発

問
　昨年の福島原発の事故以来、

原子力発電に関し、国はじめ各

関係機関において、安全性等に

ついていろいろ協議されており

ます。

　そんな中、泊原発については、

後志町村会が中心になって種々

議論されているようですが、村

長は町村会の中で、島牧につい

てどの様な意見を述べられてお

られるのか、お伺い致します。

長　尾　文　裕　議員
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町
村
会
全
体
と
し
て
後
志
管
内

全
体
と
し
て
要
請
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

ち
ょ
う
ど
大
震
災
か
ら
１
年
と
い

う
状
況
の
中
で
、
テ
レ
ビ
、
ま
た

新
聞
等
で
も
色
々
と
報
道
さ
れ
て
、

確
か
昨
日
の
道
新
の
記
事
の
中
に

も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故

の
記
事
が
出
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

放
射
性
物
質
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
、
一
番
懸
念
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
地
図
を

見
ま
す
と
当
然
、
気
象
条
件
等
々
、

色
々
な
条
件
の
問
題
、
そ
れ
が
飛

散
し
て
い
る
状
況
が
１
０
０
㌔
か

ら
２
０
０
㌔
、
濃
度
に
よ
っ
て
は

３
０
０
㌔
も
飛
ん
で
い
る
と
い
う

状
況
の
中
で
、
こ
の
島
牧
に
お
い

て
も
春
先
、
ほ
ん
と
に
天
候
が
良

く
な
れ
ば
中
国
か
ら
の
黄
砂
で
さ

え
降
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

50
㌔
で
あ
れ
ば
議
論
さ
れ
て
い

る
「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
」
、
そ
ん
な
30
㌔
な

ん
て
い
う
話
じ
ゃ
な
く
な
る
わ
け

で
す
よ
ね
、
ほ
ん
と
に
。

私
も
色
々
な
所
の
問
題
が
起
き

て
か
ら
、
島
牧
は
泊
の
位
置
関
係

か
ら
い
く
と
危
険
な
日
は
何
日
か

あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

安
全
じ
ゃ
な
い
の
か
と
思
っ
て
お

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
最
近
の
テ

レ
ビ
の
天
気
予
報
、
雲
の
流
れ
と

か
雪
の
降
り
方
な
ん
か
を
見
て
い

る
と
、
万
が
一
、
泊
で
原
発
事
故

が
あ
っ
て
放
射
性
物
質
が
拡
散
し

た
場
合
、
こ
の
島
牧
に
十
分
飛
ん

で
く
る
な
と
そ
う
い
う
危
険
性
を

も
の
凄
く
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
低
気
圧
、
高
気
圧
等
々

の
関
係
が
あ
る
の
か
な
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
状
況
の

中
で
確
か
に
村
長
が
町
村
会
を
通

じ
て
要
請
し
て
い
る
部
分
、
も
っ

と
も
っ
と
強
調
し
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
な
と
。
50
㌔
で
安
全
だ

と
い
う
確
証
は
何
も
な
い
わ
け
で

す
か
ら
。

実
際
問
題
、
福
島
原
発
の
放
射

能
が
飛
ん
で
い
る
状
況
か
ら
言
っ

て
も
島
牧
は
50
㌔
な
ん
て
。

で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
こ
の

原
発
事
故
が
起
き
た
時
に
80
㌔
圏

内
か
ら
自
国
民
は
逃
げ
な
さ
い
と
、

そ
こ
ま
で
指
示
を
出
し
て
い
る
わ

け
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
中
で
、
確
か
に
50
㌔
は

離
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
決
し
て
安

全
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、

事
故
が
無
い
こ
と
を
望
み
ま
す
け

れ
ど
も
、
再
度
も
う
少
し
色
ん
な

多
方
面
か
ら
の
資
料
も
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
も
っ

と
強
く
要
請
し
て
欲
し
い
な
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
も
う
少
し
村
長

の
見
解
が
あ
れ
ば
、
お
伺
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

藤
澤
村
長

私
も
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
基
本
的
な
考
え
は
ご

質
問
者
の
考
え
方
と
全
く
同
感
で

す
。福

島
の
問
題
に
し
て
も
、
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
場
所
が

30
㌔
、
50
㌔
の
レ
ベ
ル
で
は
な
く

発
生
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
鑑
み
た
時
、

30
㌔
、
50
㌔
と
い
う
、「
Ｅ
Ｐ
Ｚ
」、

「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
」、「
Ｐ
Ｐ
Ａ
」、
こ
れ
ら

は
国
が
示
し
た
１
つ
の
同
心
円
に

よ
る
範
囲
で
す
。
必
ず
し
も
そ
れ

が
絶
対
で
は
な
い
と
い
う
基
本
的

な
考
え
方
で
臨
ん
で
い
る
の
が
私

の
基
本
姿
勢
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
十
分
ま
ず
は
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
併
せ
て
、
本
村
が
確
か
に

泊
原
発
と
の
位
置
関
係
で
い
け
ば
、

風
方
向
で
い
く
と
、
い
わ
ゆ
る
北

東
の
風
が
吹
く
と
一
番
こ
ち
ら
側

に
流
れ
て
く
る
傾
向
が
強
い
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
北
東
の
風
と
い
う
の
は

年
間
を
通
じ
て
少
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
決
し
て
そ
れ
は
起
こ

り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

仮
に
１
日
で
も
１
時
間
で
も
強
い

風
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
本
村
と

言
え
ど
も
、
ま
と
も
に
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
な
り
得
る
危
険
性
は
十

分
に
有
し
て
い
る
と
い
う
認
識
は

持
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
回
、
福
島
原
発
は
、
い

わ
ゆ
る
地
震
津
波
災
害
に
よ
る
あ

の
よ
う
な
事
故
原
因
と
い
う
ふ
う

に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

必
ず
し
も
地
震
津
波
等
に
よ
る
こ

と
ば
か
り
が
全
て
の
原
因
と
は
な

ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う

な
っ
て
い
っ
た
時
に
万
が
一
何
か

事
故
が
あ
っ
て
は
困
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
万
が
一
そ
れ
ら
以
外
の
要

因
で
も
起
き
た
時
に
は
逆
に
こ
ち

ら
の
ほ
う
に
避
難
し
て
く
る
場
面

と
い
う
の
も
非
常
に
多
く
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
。

そ
う
い
っ
た
時
に
２
２
９
号
線
、

ま
た
、
道
道
美
川
黒
松
内
線
、
国

道
５
号
線
等
々
、
こ
れ
ら
の
体
制

と
い
う
も
の
は
非
常
に
必
要
な
、

い
わ
ゆ
る
生
活
路
か
ら
避
難
路
と

し
て
の
大
き
な
交
通
の
要
に
な
っ

て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
も
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
等
も
併
せ
て

万
全
の
構
え
で
、
常
に
そ
れ
ぞ
れ

の
機
関
に
対
し
て
、
ま
た
場
面
あ

る
ご
と
に
は
強
く
要
望
し
て
い
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
と
思
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
姿
勢

で
基
本
的
に
臨
ん
で
参
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道道美川黒松内線通行止め

問
　冬期間、吹雪の場合、通行止めになる事は充分理解できますが、

天候も落ち着いている中、通行止めが続く事に対し、村として関

係機関とどの様な協議がなされているのか、お伺い致します。

長　尾　文　裕　議員
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一 般 質 問
藤
澤
村
長

冬
期
間
に
お
け
る
道
道
美
川
黒

松
内
線
通
行
止
め
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
ど
の
よ
う
な
協
議
が
さ
れ

て
い
る
か
と
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
例
年
、
降
雪
や

吹
き
溜
ま
り
の
た
め
止
む
を
得
ず

通
行
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

る
も
の
の
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
昨
年

の
12
月
１
日
か
ら
本
年
３
月
13
日
、

昨
日
ま
で
の
間
で
74
日
間
が
夜

間
・
日
中
に
通
行
規
制
さ
れ
、
そ

の
う
ち
２
月
７
日
か
ら
昨
日
13
日

ま
で
の
36
日
間
、
積
雪
量
が
膨
大

と
の
理
由
で
未
だ
に
通
行
規
制
が

解
除
と
な
っ
て
い
な
い
、
ご
質
問

者
の
ご
指
摘
の
と
お
り
の
状
況
で

ご
ざ
い
ま
す
。

自
然
の
猛
威
の
前
で
止
む
を
得

な
い
状
況
と
は
言
え
、
本
路
線
は

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、

本
村
に
と
り
ま
し
て
は
国
道
を
除

き
ま
す
と
唯
一
他
町
村
と
の
連
絡

さ
れ
る
道
路
で
あ
り
、
災
害
時
の

避
難
道
路
と
し
て
重
要
な
路
線
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
再
三
に
わ
た
り

後
志
総
合
振
興
局
並
び
に
小
樽
建

設
管
理
部
に
対
し
早
期
規
制
解
除

を
強
く
申
し
入
れ
て
参
り
ま
し
た
。

結
果
、
先
般
２
月
24
日
、
後
志
総

合
振
興
局
長
か
ら
長
期
通
行
止
め

の
応
急
対
策
と
し
て
緊
急
車
輌
の

通
行
を
可
能
と
す
る
た
め
、
と
り

あ
え
ず
１
車
線
確
保
の
た
め
の
除

雪
を
行
い
、
２
月
29
日
か
ら
緊
急

車
輌
の
た
め
の
１
車
線
通
行
を
可

能
と
す
る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
住

民
生
活
に
支
障
を
招
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
後
志
総
合
振
興
局
並
び

に
小
樽
建
設
管
理
部
に
対
し
ま
し

て
は
早
期
の
全
面
規
制
解
除
を
求

め
る
と
と
も
に
、
次
年
度
も
こ
の

よ
う
な
状
況
と
な
ら
な
い
よ
う
防

雪
対
策
並
び
に
除
雪
方
法
の
見
直

し
を
求
め
る
と
と
も
に
、
手
段
等

と
し
て
シ
ェ
ル
タ
ー
の
増
設
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
、

冬
期
間
の
通
行
止
め
の
解
消
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

長
尾
議
員

村
長
の
立
場
で
は
ご
理
解
賜
り

た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ほ

ど
の
通
行
止
め
と
い
う
の
は
今
、

美
川
黒
松
内
間
が
舗
装
さ
れ
て
か

ら
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
。

確
か
に
去
年
暮
れ
か
ら
で
す
か
、

積
雪
、
ま
た
特
に
今
年
は
し
ば
れ

が
強
い
と
い
う
状
況
で
は
あ
る
に

し
て
も
、
今
ま
で
で
あ
れ
ば
、
吹

雪
い
て
も
２
日
か
３
日
後
に
は
通

し
て
く
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

今
、
話
を
伺
え
ば
緊
急
車
輌
通

行
の
た
め
の
１
車
線
、
こ
の
緊
急

車
輌
と
は
何
で
す
か
。

ま
ず
、
こ
の
へ
ん
伺
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

い
わ
ゆ
る
緊
急
車
輌
、
緊
急
時

と
い
う
向
こ
う
は
言
い
方
な
の
で

す
け
れ
ど
も
、
緊
急
車
輌
と
い
う

の
は
一
般
的
に
言
う
と
こ
ろ
の
救

急
車
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
い
う
よ

う
な
場
面
想
定
で
の
向
こ
う
は
話

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
過
去
に
お
い
て
実
際

に
こ
れ
だ
け
通
行
止
め
が
嵩
む
と

い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
ご
指
摘
で
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
確
か
に
こ
こ
数
年

の
中
で
３
ヵ
年
の
中
で
は
、
最
大

で
も
62
日
間
と
い
う
の
が
た
ま
た

ま
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
ん

な
に
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
。

昔
、
平
成
17
年
に
は
１
０
０
日

間
と
い
う
の
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
後
か
な
り
防
雪

柵
で
す
と
か
様
々
な
対
策
が
と
ら

れ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
、
こ
れ

だ
け
の
期
間
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と

異
常
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
２
、

３
日
後
に
は
開
通
す
る
と
い
う
こ

▲道道美川黒松内線（月越峠）。議会による現地調査。長続く
通行止めについて、北海道後志総合振興局関係者と協議。

▲シェルター内に吹込み車道を塞ぐ雪、高さ約2.5㍍。緊急
時のため一車線のみ除雪してある。



13 議会広報　かりば　139号

一 般 質 問
と
な
く
、
ず
っ
と
継
続
的
に
行
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、

や
は
り
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
あ

る
と
。

私
は
１
車
線
確
保
で
い
い
の
で

は
な
く
て
、
そ
れ
は
２
車
線
を
開

け
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
何
も
手
を
付
け
な

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
早
急
に

２
車
線
を
確
保
し
て
通
行
さ
せ
る

た
め
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
１
車

線
を
確
保
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
は
止
む
を
得
な
い
で
す
ね
と
い

う
こ
と
で
は
話
は
当
時
し
て
お
り

ま
す
、
そ
の
話
が
あ
っ
た
時
に
。

そ
う
い
う
こ
と
も
ご
理
解
賜
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

長
尾
議
員

私
も
若
干
耳
に
し
て
い
る
緊
急

車
輌
、
ま
た
緊
急
時
、
そ
の
緊
急

時
に
は
災
害
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

の
災
害
と
い
う
の
は
地
震
だ
っ
た

り
、
津
波
だ
っ
た
り
、
ま
た
原
発

の
事
故
だ
っ
た
り
、
そ
う
い
う
こ

と
も
入
っ
て
い
る
中
で
１
車
線
し

か
開
け
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
れ

は
と
て
も
私
自
身
は
納
得
い
き
ま

せ
ん
よ
。

ま
し
て
、
３
月
８
日
に
美
川
黒

松
内
線
防
雪
柵
工
事
の
入
札
ま
で

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
金
額

だ
っ
て
８
千
万
強
で
す
よ
、
そ
こ

ま
で
お
金
を
突
っ
込
ん
で
く
る
の

で
あ
れ
ば
、
今
、
村
長
が
ち
ょ
っ

と
言
わ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
１

つ
目
と
２
つ
目
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の

間
が
一
番
悪
い
わ
け
で
し
ょ
う
。

あ
そ
こ
を
全
面
的
に
シ
ェ
ル
タ
ー

に
し
て
も
ら
う
よ
う
な
、
そ
れ
を

も
っ
と
強
く
要
請
し
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
れ
は
今
後
の
問
題
に
し
て
も
、

と
り
あ
え
ず
は
ま
ず
２
車
線
、
片

側
１
車
線
ず
つ
交
互
通
行
で
き
る

よ
う
に
再
度
強
く
、
い
く
ら
総
合

振
興
局
長
か
ら
電
話
き
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で

生
活
す
る
者
に
と
っ
て
の
実
態
が

伴
っ
て
い
な
い
で
す
か
ら
。

近
々
に
開
け
て
い
た
だ
く
よ
う
、

再
度
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
村
長
。

藤
澤
村
長

先
週
、
金
曜
日
の
日
に
私
も
現

地
へ
実
際
に
歩
い
て
行
っ
て
き
ま

し
た
。

第
１
シ
ェ
ル
タ
ー
と
第
２
シ
ェ

ル
タ
ー
の
間
と
い
う
の
は
確
か
に

例
年
に
な
く
多
い
雪
だ
な
と
い
う

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
通

行
止
め
が
当
た
り
前
の
如
く
起
き

て
い
る
と
い
う
の
は
異
常
な
事
態

で
あ
っ
て
、
先
ほ
ど
お
話
し
ま
し

た
と
お
り
新
し
く
設
置
し
た
防
雪

柵
も
あ
ま
り
役
に
立
っ
て
い
な
い

よ
う
に
、
私
に
は
正
直
言
っ
て
見

え
ま
し
た
、
現
地
に
行
っ
て
み
て
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
第
１
シ
ェ
ル

タ
ー
と
第
２
シ
ェ
ル
タ
ー
を
さ
ら

に
シ
ェ
ル
タ
ー
で
つ
な
い
で
い
く

よ
う
な
形
を
と
っ
て
で
も
冬
期
間

の
通
行
確
保
を
ぜ
ひ
と
も
や
っ
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
で
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
さ
っ
そ
く
当
日
の

電
話
等
で
も
話
は
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
改
め
て
正
式
に
要

望
等
し
て
い
き
な
が
ら
強
く
要
請

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学校給食

問
　教育行政執行方針の中で、諸

般の事情による野菜類について

心配されていることが述べられ

ておりますが、学校給食につい

て、地産地消等々いろいろな面

から、畑物についても、もっと

村内居住の方々に協力をお願い

し、子供達に安全安心な給食を

提供すべきと考えますが、教育

長のお考えをお伺い致します。

長　尾　文　裕　議員

目
時
教
育
長

学
校
給
食
で
提
供
し
て
い
る
野

菜
類
の
高
騰
と
、
そ
の
安
心
・
安

全
性
を
心
配
す
る
の
で
あ
れ
ば

も
っ
と
地
元
野
菜
の
提
供
も
考
え

る
べ
き
だ
と
、
地
産
地
消
に
つ
い

て
の
有
効
活
用
の
ご
質
問
か
と
思

い
ま
す
。

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が

米
に
つ
い
て
は
全
て
島
牧
産
米
を

利
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
他

の
野
菜
類
や
魚
な
ど
に
つ
い
て

は
、
農
家
の
供
給
体
制
が
整
わ
な

い
こ
と
や
魚
は
衛
生
管
理
や
調
理

上
の
問
題
に
よ
り
、
地
元
産
品
の

提
供
は
必
ず
し
も
納
得
で
き
る
だ

け
の
給
食
食
材
と
し
て
の
提
供
は

し
て
い
な
い
と
私
も
思
っ
て
お
り

ま
す
し
、
常
に
課
題
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
地
元
産
の

食
材
を
ど
の
よ
う
に
給
食
に
提
供

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
け

れ
ど
も
、
一
番
の
問
題
は
数
量
と

時
期
的
な
部
分
で
の
供
給
を
ど
の

よ
う
に
安
定
さ
せ
る
か
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
農
家
と

い
う
捉
え
方
で
は
な
く
、
野
菜
を

作
っ
て
い
る
家
庭
に
色
々
協
力
し

て
貰
う
。
野
菜
の
種
類
に
も
よ
り

ま
す
が
、
家
庭
菜
園
的
な
野
菜
作

り
で
数
量
が
少
な
く
て
も
供
給
し

て
い
た
だ
け
る
野
菜
を
作
っ
て
い

る
家
庭
を
私
達
が
多
く
知
る
こ

と
、
魚
を
調
理
加
工
す
る
、
そ
の

よ
う
な
人
達
を
発
掘
し
て
グ
ル
ー

プ
作
り
を
す
る
の
も
一
つ
の
切
り

口
な
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
ど
れ

だ
け
の
方
々
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
か
、
利
用
す
る
野
菜
と
そ

の
量
や
単
価
な
ど
詳
細
な
部
分
で

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、

時
間
を
要
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、そ
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
、

ま
ず
村
の
方
々
に
考
え
方
を
周
知

し
時
間
を
か
け
て
そ
の
体
制
づ
く

り
を
模
索
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

長
尾
議
員

だ
い
た
い
私
が
言
わ
ん
と
す
る

こ
と
は
、
教
育
長
の
今
の
答
弁
か

な
と
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

自
家
消
費
と
言
い
ま
す
か
、
そ

う
い
う
形
で
畑
に
野
菜
を
蒔
い
て



一 般 質 問
い
る
方
、
結
構
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

製
品
と
し
て
出
荷
す
る
ま
で
も

な
い
、
だ
け
れ
ど
も
自
家
消
費
に

は
多
い
、
そ
う
い
う
方
々
、
特
に

熟
年
の
方
も
そ
う
で
し
ょ
う
け
れ

ど
も
、
例
え
ば
、
高
齢
者
の
方
も

孫
や
曾
孫
に
食
べ
さ
せ
る
食
べ
て

も
ら
う
と
い
う
意
欲
を
持
ち
な
が

ら
、
今
ま
で
よ
り
１
つ
で
も
２

つ
で
も
多
く
一
緒
に
作
っ
て
も

ら
っ
て
、
そ
れ
を
提
供
し
て
も
ら

う
と
い
う
取
り
組
み
を
で
す
ね
、

ち
ょ
っ
と
今
、
時
間
が
か
か
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
島

牧
の
中
で
畑
を
蒔
い
て
い
る
人
が

生
き
が
い
を
持
っ
て
畑
に
行
け
る

よ
う
、
教
育
委
員
会
と
し
て
大
変

し
ん
ど
い
こ
と
か
な
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
何
と
か
実
現
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
私
の
質
問
を
終
り
ま

す
。

藤
澤
村
長

村
政
執
行
方
針
で
述
べ
ま
し
た

高
齢
者
と
障
が
い
者
及
び
地
域
住

民
が
日
中
活
動
で
き
る
多
目
的
施

設
整
備
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
ま

し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
念
頭
に
入
れ
て
推
進
す
る
の

か
と
の
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
高
齢
者
や
障
が
い

者
・
子
ど
も
達
等
、
ま
た
、
地
域

住
民
の
誰
も
が
立
ち
寄
り
利
用
で

き
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場
」
と

な
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

昨
今
、
顕
著
に
現
わ
れ
つ
つ
あ
る

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
「
孤

立
」
や
「
孤
食
」
か
ら
生
じ
て
い

る
諸
課
題
に
対
し
、
高
齢
者
等
の

方
々
に
も
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
、
イ
ベ
ン
ト
や
食
の
体
験
を
通

じ
て
、
日
常
的
に
多
世
代
が
集
い

活
動
の
場
と
な
る
「
共
生
型
サ
ロ

ン
」
と
し
て
の
活
用
も
併
せ
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
居
住
部
門
の
中
に
集
会
室

と
い
う
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
こ
を
使
用
い
た
し
ま
し
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
障
が
い
者
の
日
中

活
動
を
支
援
す
る
「
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
」
、
こ
れ

で
は
三
障
が
い
、
い
わ
ゆ
る
精
神

･

身
体･

知
的
、
三
つ
の
障
が
い

を
持
た
れ
る
方
々
が
手
芸
、
木
工
、

紙
細
工
な
ど
の
製
作
と
販
売
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
活
動
の

活
発
化
と
と
も
に
活
動
場
所
が
非

常
に
狭
隘
と
な
っ
て
お
り
十
分
な

活
動
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
こ

れ
ら
の
活
動
の
場
と
し
て
の
活
用

等
、
ま
さ
に
日
中
活
動
で
き
る
多

目
的
施
設
の
整
備
を
念
頭
に
お
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
場
所
等
に
つ

い
て
の
お
話
に
な
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
日

常
的
に
様
々
な
多
世
代
が
集
え
る

場
を
確
保
す
る
と
い
う
考
え
の
も

と
、
旧
島
牧
建
設
の
施
設
跡
を
活

用
す
る
考
え
で
お
り
ま
す
。

現
在
、
旧
島
牧
建
設
跡
地
に
は

大
き
な
元
社
屋
・
重
機
等
の
車
庫
・

事
務
所
付
き
住
宅
な
ど
が
残
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
元
社
屋
を
多
目

的
施
設
と
し
て
整
備
す
る
考
え
で

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
た
、
構
内
の
重
機
車
庫
に
つ

い
て
も
現
在
、
村
の
雪
寒
機
械
の

車
庫
等
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た

め
季
節
に
よ
っ
て
は
屋
外
等
で
管

理
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を

格
納
す
る
車
庫
と
し
て
利
用
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
国
道

に
面
す
る
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
も
、

昨
今
の
住
宅
事
情
を
見
た
と
き
幾

分
か
の
補
修
費
を
か
け
る
こ
と
に

よ
り
ま
し
て
住
居
と
し
て
も
利
用

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
利
用
し

て
参
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
旧

島
牧
建
設
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
の
２
月
23
日
を
も
っ
て
破
産

管
財
人
の
も
と
を
離
れ
ま
し
て
、

近
く
第
一
抵
当
権
者
に
よ
り
処
分

さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

財
産
購
入
す
べ
く
調
査
を
行
っ
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
こ

と
も
申
し
添
え
ま
し
て
、
ご
質
問

に
対
す
る
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
た

だ
き
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

縷
々
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

既
存
の
施
設
に
つ
い
て
は
既
に

日
中
色
ん
な
地
元
住
民
は
も
ち
ろ

瀬 戸 川　　豊　議員

村
政
執
行
方
針
に
お
け
る
保
健
福
祉
対
策

問
　

村
長
は
村
政
執
行
方
針
の
中
の
保
健
福
祉
対
策
の
中
で
、
高
齢
者
と
障
が
い
者
及
び
地
域
住

民
の
方
々
が
日
中
活
動
出
来
る
多
目
的
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
、と
述
べ
て
い
る
の
で
す
が
、

具
体
的
に
ど
の
様
な
事
を
念
頭
に
入
れ
て
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

14議会広報　かりば　139号
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一 般 質 問
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
様
々
な
方
々

が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

あ
え
て
村
長
が
こ
の
度
、
執
行
方

針
の
中
で
多
目
的
施
設
の
整
備
と

い
う
こ
と
が
出
て
き
ま
し
た
の
で
、

当
初
全
く
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
す
け

れ
ど
も
、
今
、
具
体
的
に
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
、
今
の
村
長
の
お
話
を
聞

い
て
い
て
懸
念
す
る
と
こ
ろ
は
、

「
ひ
だ
ま
り
」
の
活
動
の
拠
点
と

し
て
旧
島
牧
建
設
の
跡
地
を
利
用

す
る
と
い
う
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
１
つ
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

そ
れ
は
「
ひ
だ
ま
り
」
と
い
う

活
動
拠
点
が
居
住
セ
ン
タ
ー
に
位

置
し
て
い
る
根
拠
、
理
由
と
い
う

も
の
が
、
ま
ず
す
ぐ
側
に
診
療
所
、

要
す
る
に
お
医
者
さ
ん
が
い
る
と

い
う
こ
と
が
大
前
提
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
障
が
い
者
と

一
緒
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
多

分
に
健
康
面
や
ら
突
発
的
な
事
故

等
を
念
頭
に
入
れ
た
時
に
は
、
や

は
り
お
医
者
さ
ん
或
い
は
医
療
機

関
が
近
く
で
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い

と
い
う
こ
と
は
必
然
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
方
に
お
い
て
そ
れ
を

も
し
旧
島
牧
建
設
跡
地
に
建
設
す

る
と
な
れ
ば
、
或
い
は
修
理
、
補

修
を
す
る
と
な
っ
た
時
に
、
当
然

こ
れ
は
村
自
体
で
で
き
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
現
在
「
ひ

だ
ま
り
」
に
つ
い
て
は
徳
美
会
、

島
牧
慈
光
園
が
関
わ
っ
て
や
っ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
話
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て

島
牧
慈
光
園
或
い
は
徳
美
会
と
話

し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

れ
と
も
今
後
こ
れ
か
ら
す
る
の
か

と
い
う
問
題
点
、
そ
れ
か
ら
も
し

こ
の
跡
地
を
多
目
的
施
設
と
し
て

活
用
す
る
際
に
、
こ
の
こ
と
を
村

長
が
執
行
方
針
に
述
べ
た
と
い
う

こ
と
は
、
少
な
か
ら
ず
そ
れ
に
関

わ
る
設
置
費
用
、
補
修
費
用
等
を

念
頭
に
入
れ
て
い
る
も
の
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
補
修
或
い
は
土

地
の
買
収
、
そ
の
他
諸
々
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

へ
ん
ど
れ
く
ら
い
の
も
の
を
計
上

し
て
い
る
の
か
併
せ
て
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

ま
ず
１
点
目
、
「
ひ
だ
ま
り
」

が
現
在
開
催
し
て
い
る
場
所
が
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
理
由
は
診
療
所
が

近
い
と
い
う
こ
と
が
大
前
提
で
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
今
お
聞
き
し
た

の
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
全
く
そ

の
よ
う
に
は
認
識
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
な
か
な
か
そ
う
い
う
場
所
が

な
く
て
利
便
性
等
の
関
係
で
あ
そ

こ
と
い
う
、
た
ま
た
ま
一
部
を
借

り
て
や
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に

認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
と
２
点
目
の「
ひ
だ
ま
り
」

の
活
動
自
体
が
徳
美
会
さ
ん
、
慈

光
園
さ
ん
の
ほ
う
で
実
施
さ
れ
て

い
る
と
い
う
ふ
う
に
お
聞
き
し
た

の
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
れ
は
あ
く

ま
で
も
実
施
主
体
は
村
で
あ
り
ま

し
て
、
村
の
直
営
で
行
っ
て
い
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
か

ご
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
集
ま
っ
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
慈
光
園
さ

ん
に
い
る
方
、
ま
た
慈
光
園
さ
ん

関
係
の
自
立
さ
れ
て
園
を
出
て
生

活
さ
れ
て
い
る
方
等
々
が
来
て
い

る
の
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

事
業
そ
の
も
の
の
実
施
者
は

ち
ょ
っ
と
違
う
と
い
う
ふ
う
に
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
３
点
目
の
設
置
に
関

わ
る
予
算
措
置
等
、
当
初
予
算
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
先
ほ
ど
の
答
弁
の
中
で
も
申

し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

と
お
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
当
該

施
設
、
場
所
等
を
購
入
す
る
に
し

て
も
、
第
一
抵
当
権
者
、
こ
れ
は

信
金
さ
ん
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、

北
海
信
金
さ
ん
が
管
財
人
の
手
を

離
れ
て
今
年
度
末
、
い
わ
ゆ
る
３

月
末
ま
で
の
間
に
第
一
抵
当
権
者

と
し
て
処
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

管
財
人
の
手
を
離
れ
た
以
降
、
今

月
中
に
債
権
回
収
会
社
の
ほ
う
に

売
り
渡
す
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
は
前
に
、
例
え
ば
、
村
と

の
交
渉
が
で
き
な
い
の
か
と
い
う

こ
と
で
信
金
と
も
ち
ょ
っ
と
お
話

し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
向
こ
う
は

そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

あ
く
ま
で
も
債
権
回
収
会
社
の
ほ

う
に
売
り
渡
す
、
そ
の
上
で
そ
ち

▲「ふれあい交流の場」、「共生型サロン」など、多目的な利用を予定している
旧島牧建設社屋
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一 般 質 問
ら
の
ほ
う
と
交
渉
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
し
た
が
っ
て
新
年
度
以
降
、

い
わ
ゆ
る
４
月
１
日
以
降
で
な
け

れ
ば
そ
れ
ら
の
交
渉
が
で
き
な
い

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
諸
々
の
状
況
が
あ

り
ま
す
の
で
、
当
然
価
格
等
も
ま

だ
明
確
な
部
分
を
示
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
回
の
当
初
予
算
に

は
計
上
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
で
執
行
方
針
に
お
い
て
も

検
討
し
て
い
く
と
い
う
表
現
に
確

か
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
あ
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
購
入
し
た
後
の
整
備

等
に
関
わ
る
資
金
の
問
題
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
つ
き

ま
し
て
は
財
源
根
拠
と
し
て
想
定

し
て
い
る
も
の
は
国
の
交
付
金
制

度
等
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
を
財
源
と
し
て
上
限
額
が
あ
っ

て
の
い
わ
ゆ
る
１
０
０
％
交
付
金

で
、
既
存
施
設
等
を
活
用
し
て
の

改
修
等
に
あ
た
っ
て
も
い
い
と
い

う
制
度
等
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
整
備
し
て
い

く
考
え
方
で
お
り
ま
す
。

以
上
、
先
ほ
ど
の
ご
質
問
内
容

に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

縷
々
説
明
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

診
療
所
及
び
お
医
者
さ
ん
が
近

く
に
い
た
ほ
う
が
い
い
ん
だ
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
う
い
う

認
識
は
し
て
い
な
い
と
い
う
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
先
達

て
島
牧
慈
光
園
の
園
長
の
ほ
う
と

色
々
お
話
を
し
た
際
に
出
て
き
た

の
は
、
や
は
り
お
医
者
さ
ん
が
す

ぐ
側
と
い
う
こ
と
が
大
事
に
な
っ

て
き
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
中
に
お
い
て
も
し
診
療
所

か
ら
離
れ
る
場
所
と
い
う
ふ
う
な

こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
方
々
を
応

援
す
る
部
屋
的
な
建
物
も
当
然
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
、
そ
う
い

う
も
の
は
先
ほ
ど
村
長
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
「
村
が
主
体
的

に
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
」
と
い

う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

と
な
れ
ば
、
村
側
は
そ
う
い
っ

た
ケ
ア
す
る
施
設
等
も
新
た
に
設

置
し
な
け
れ
ば
、
な
ら
な
い
と
い

う
そ
う
い
う
も
の
も
出
て
き
ま
す
。

そ
の
へ
ん
等
も
十
分
に
勘
案
い

た
だ
き
ま
し
て
、
予
算
を
計
上
す

る
上
に
お
い
て
も
そ
の
へ
ん
も
念

頭
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
確
か
に
村
が
主
体
的
に

や
っ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
少
な
か
ら
ず
島
牧
慈

光
園
等
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、

村
が
把
握
し
て
い
な
い
事
例
、
事

項
等
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
へ
ん
ま
た
話
し
合
い
す

る
場
を
持
っ
て
、
よ
り
間
違
い
の

な
い
、
そ
し
て
村
長
が
お
っ
し
ゃ

る
よ
う
に
地
域
の
方
々
、
ま
た
、

高
齢
者
も
障
が
い
を
持
つ
方
々
も

一
緒
に
活
動
で
き
る
、
そ
う
い
う

施
設
の
建
設
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
ほ
う
か
ら
は
以
上
で
す
。

藤
澤
村
長

た
だ
今
、「
ひ
だ
ま
り
」
に
参

加
さ
れ
て
い
る
方
達
が
深
く
関

わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
慈
光
園
さ

ん
等
々
の
話
し
合
い
と
言
い
ま
す

か
、
様
々
な
ご
意
見
等
の
問
題
、

そ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
か

ら
実
施
に
向
け
て
の
中
で
十
分
に

そ
う
い
う
よ
う
な
場
面
を
作
り
な

が
ら
、
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進

め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
理
解
願
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

気軽に
議会を傍聴してみませんか。

◇定例会は、年４回開かれます。（３月・６月・９月・12月）

◇臨時会は、必要に応じて開かれます。

お問い合せは、議会事務局まで（電話75−6274）

（八重咲きカランコエ）
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予
算
特

別

委
員
会

　平成24年度の各会計予算は、３月７日開会の第１回村議会定例会において、
全議員で構成する予算特別委員会を設置、これに審査を付託し、３月14日審議
しました。
　３月14日に再開した本会議では、後藤予算特別委員長から審議の結果、原案
のとおり可決すべき旨報告があり、採決の結果、各会計とも委員長報告のとお
り可決しました。

▲審査状況

▲予算資料を手に取り説明を聞く傍聴者

新
年
度
予
算
を
審
査

平成24年度　一般会計予算

前年度対比　4.3㌫減

21億3200万円

特別会計予算規模

主な事業・一般会計 予算総額
213,200万円

国民健康
保険事業

簡易水道
事業

介護保険
サービス事業

（単位：万円）

後期高齢者
医療

合併処理
浄化槽事業

H24

H23

0 5,000 10,000 15,000

10,350

2,280

3,600

8,670

9,080

12,000

2,040

3,550

7,470

8,260

■LED防犯灯設置工事　50万円

環境に配慮し、電気料金を抑える。小学校、中学校付近に11箇所設置

■歌島児童館駐車場整備工事　108万円

児童館横に駐車場を整備、面積200平方メートル

■集会施設浄化槽排水設備工事　550万円

生活改善センター、本目おあしすのトイレを水洗化する

■防災ガイドマップ作成委託、標高調査等委託、非常用衛星携帯電話・災害時用雨具・防災備蓄品整備

610万円

防災マップを全戸配布。また、村内各所に海抜を表示し防災に役立てる。非常時に備え衛星携帯電

話、雨具を整備し、毛布、食料などを備蓄する。

総務費　1/2
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■診療所診療機器購入　1272万円

内科…内視鏡洗浄消毒装置、歯科…歯科ユニット、レーザー装置、デジタルシェード自動測定器

■がん検診事業　80万円

子宮頸がん、乳がん、大腸がん、前立腺がん

■子宮頸がん等ワクチン接種事業　294万円

子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌

■妊婦超音波検査拡充事業　12万円

超音波検査の公費負担回数を６回から８回に拡充

■季節性インフルエンザワクチン接種費助成事業　78万円

衛生費

■経営林道賀老線整備工事　3000万円

継続事業、賀老の滝から狩場山登山道入口までの林道舗装工事

■有害鳥獣処理施設整備事業　1456万円

農林業被害防止のため駆除したヒグマ、エゾシカ等を解体処理

■トド被害防止対策事業　761万円

強化網購入助成、ハンター出動費、猟銃免許取得経費助成

■種苗生産施設管理事業　750万円

ウニ、ナマコ等の種苗を生産・放流、つくり育てる漁業を推進

■ウニ天然種苗深浅移殖事業　200万円

ウニを水深の浅い藻場に移動し育てる。35万粒

農林水産業費

■元町漁村センター階段改修工事　86万円

玄関前階段、手すり改修

■地区会館外壁塗装工事　100万円

植車地区会館、第一栄浜地区会館

■バス交通確保対策事業　1446万円

ニセコバス㈱のバス運行経費を補助し、バス路線を確保する

■民間バス借上助成事業　480万円

各種団体の活動に伴う民間バス借上利用に対し助成する

総務費　2/2

▲高校生の通学（ニセコバス）

■保育所環境整備工事　210万円

照明の LED 化、保育室にエアコンを設置

■高齢者除雪サービス事業　126万円

概ね65歳以上の独居老人・老人夫婦世帯を対象に自宅玄関先の除雪

■高齢者配食サービス事業　217万円

概ね65歳以上の調理が困難な人を対象に食事を配達

■外出支援サービス事業　69万円

高齢者などを診療所、公共施設等へ送迎し在宅生活を支援

■生きがい活動支援通所事業　827万円

高齢者など要介護状態とならないよう、生活訓練、趣味活動等を行う

■緊急雇用創出推進事業　235万円

介護ヘルパー補助員2人を期間雇用し介護ヘルパーを育成

■社会福祉協議会運営助成　1128万円

■福祉灯油助成　157万円

民生費

▲餅つき（保育所）

▲マゾイ親魚から稚魚を生産（種苗生産施設）
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■緊急雇用創出事業　445万円

失業者に対する短期の雇用、就業機会の創出。草刈・除雪等を行い、環境を大切にする村づくりを推進

■中小企業景気対策利子補給事業　300万円

景気が後退する中、企業が金融機関から借入した資金に対し、利子の一部を補給し企業経営を支援

■商工会運営助成　1518万円

■ソーイング島牧運転資金貸付金　3800万円

■中小企業融資預託金　300万円

中小企業への貸付に係る預託金

商工費

■ホンベツ川河岸整備工事　163万円

三味地先、延長10㍍

■村道永豊泊通線側溝整備工事　300万円

側溝整備　U 型トラフ　延長57㍍

土木費

■消火栓用ホース購入　94万円

ホース（口径65㎜）　50本

■消防救急無線デジタル化基本設計業務委託　180万円

消防救急無線デジタル化に向けた電波状況調査

■車庫屋根葺替工事　192万円

第６分団（原歌）、第７分団（栄浜）の２棟

■小型動力ポンプ付積載車購入　1103万円

第５分団（元町）に配備

消防費

■教員住宅浄化槽排水設備工事　400万円

本目教員住宅（単身者用住宅）１棟４戸のトイレ水洗化

■スポーツセンター浄化槽排水設備工事　315万円

スポーツセンタートイレの水洗化

■乗用芝刈機購入　144万円

千走山村広場管理用芝刈機　１台

■外国語活動講師委託　84万円

小・中学校及び保育所の英語教育、オーストラリア人講師

■教員住宅屋根塗装工事　78万円

平成12年度建設本目教員住宅　１棟４戸

■小学校屋上防水塗装工事　109万円

■給食センターエアーカーテン交換工事　40万円

虫などの進入を防止し、調理室を衛生的に管理する

■人材育成事業　290万円

小学生国内研修視察、５年生13名参加、東京方面

教育費

▲オーストラリア人講師による外国語活動
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■ホンベツ川災害復旧事業　1249万円

成田地先　復旧延長20㍍、三味地先　復旧延長32㍍

災害復旧費

主な事業・特別会計

■後志広域連合分賦金　8581万円

後志広域連合は、地方分権時代における国・道から町村への事務権限の移譲、多様化した広域行政需要

等に適切かつ効率的に対応するため、平成19年、管内16町村（３町村不参加）で設立。国民健康保険事

業、介護保険事業等の広域化・集約化が可能な事務について共同処理を行っている

国民健康保険事業特別会計 予算総額　9,080万円

■水質検査委託　655万円

村内７箇所の浄水場の原水、浄水を検査

■本目浄水場無停電電源装置購入　44万円

計装盤、管理用コンピューター用無停電装置　２台

■水道メーター取替工事　976万円

歌島・豊浜地区の水道メーター取替、有効期間８年間

 簡易水道事業特別会計 予算総額　8,670万円

■デイサービス運営業務委託料　2555万円

日常生活上の世話や機能・適応訓練を行う

介護保険サービス事業
特別会計

予算総額　3,600万円

■後期高齢者医療広域連合納付金　2220万円

事務費負担金、保険料等負担金

後期高齢者医療特別会計 予算総額　2,280万円

■浄化槽維持管理業務委託　342万円

保守点検　57基

■水洗便所改良等工事資金補助　399万円

19戸分、１戸あたり21万円を上限に補助

■浄化槽設置工事　7892万円

浄化槽設置基数　23基、実施設計業務委託料、設置工事費

合併処理浄化槽事業
特別会計

予算総額　10,350万円

▲ホンベツ川・成田地先。河岸決壊し
排水溝底面が落下
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視 察 報 告
２月14日から16日までの３日間、道外視察を行いました。

視察地　　茨城県大子町・袋田の滝、栃木県日光市・華厳の滝

目　的　　観光開発における先進事例調査

袋田の滝　　茨城県久慈郡大子町

　大子町は、茨城県北部県境に位置し、町の北東部は福島県矢祭町に接する。人口は２万人を僅かにきる町である。
また、町の中心を東京都上野駅を起点とする JR 常磐線の水戸駅に接続する JR 水郡線が貫き、常磐自動車道、東
北自動車道からの交通アクセスも容易である。行政区域の８割は山岳地帯で、八溝山、男体山を擁する奥久慈の大
自然と清流久慈川、４ヵ所の温泉、りんごを始めとする特産物、今回の視察目的である「袋田の滝」が観光の柱と
なっている。

■　エレベーター整備の理由と既存施設

　今回の視察の主な目的は、滝を中心にした観光開発による村内産業の活性化である。
　「袋田の滝」におけるエレベーター施設の建設は、近年観光客が減少した事に対する打開策として、観瀑施設の
整備を図ったものである。
　エレベーター施設は、平成20年度に完成し供用開始しているが、既存の施設は昭和54年に整備した長さ276
㍍の人道用トンネル、吊り橋及び観瀑台等である。県立自然公園であるため茨城県が事業主体で建設したものであ
る。

トンネル内部。天井部分に整備されているイルミネーション
（夕方以降点灯）

「四度の滝不動尊」が祭られている

滝
入
口
へ
通
じ
る
参
道
。
土
産
店
、
食
堂
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
る

料
金
所
前
に
て
、
大
子
町
企
画
観
光
課

菊
池
課
長
か
ら
施
設
概
要
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る

ト
イ
レ
棟
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■　エレベーター建設事業

　エレベーター建設事業は、平成13年の基本設計、17年の実施設計に始まり、５億２千万円をかけたエレベーター・
観瀑台建設工事は平成18年から３ヵ年を要し、施工管理を含めた総事業費は５億７千万円余りとなった。事業費
の財源は、県施設であるトンネルの利用料１億９千万円を特定財源とし、残りを過疎対策事業債としている。また、
事業主体は大子町である。

■　観光客の入込みと施設管理

　エレベーター施設の整備目的は前段でふれたが、平成20年度の完成年における観光客、施設利用者数は88万人
を越えたものの、２年後の平成22年度は70万人を割り、「昨年は東日本大震災、福島第一原子力発電所事故の影
響もあり相当落込んだ」との町担当者の説明であった。
　しかし、施設利用料（大人300円）は平成22年度において１億８千万円。指定管理者である大子町開発公社への
管理料、約５千万円／年を差引いても収入は１億３千万円を計上している。

左の写真は新観瀑台№１から見た袋田
の滝
中央の写真は新観瀑台№３から見た袋
田の滝、自然公園内であり視線を遮る
立木の伐採は許可されない
右の写真は下流に架かっている吊り橋

新観瀑台№１から見たエレベーター入口、右手横に非常階段の入口が見える エレベーター出口方向から見た新観瀑台№１
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■　安全設備

　エレベーター施設の安全面を見てみると、停電時などに備え２基のエレベーター脇に非常階段が備えられていた。
また、停電したときは階の途中で停止する事が無いよう設定されている。

■　袋田の滝

　トンネルを潜りエレベーターで昇って辿りつく新観瀑台は、日本三名瀑の一つに数えられ、岩肌を４段に流れ落
ちる「袋田の滝」を圧倒的なスケールと臨場感で観光客を感動させてくれる。また、一年を通し営業できる環境は、
四季ごとに変化する滝の姿が訪れる人々を魅了する事でしょう。
　施設全体を通して、滝へのアプローチは容易であり、ある程度の勾配は有るものの介助者を伴い車椅子でも観光
できる施設環境にある。しかし、反面人里から離れ、大自然の雄大さに触れると云う観点からは興味が薄らぐ感を
免れない。いずれにしても、温泉、土産物屋、茶店、食堂等の施設を包含した「袋田の滝」は訪れやすい観光地である。

長
尾
副
議
長
、
お
礼
の
挨
拶

佐
藤
議
長
挨
拶

大子町、益子町長の歓迎挨拶

新観瀑台№３にて。左から大子町議会藤田事務局次長、
企画観光課山崎係長、菊池課長、視察参加者
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華厳の滝　　栃木県日光市

「華厳の滝」も前段の袋田の滝と同様、日本三名瀑の一つに数えられ、落差97㍍を一気に流れ落ちる様は壮観で
ある。日光は云うまでも無く日本を代表する観光地の一つだけに東照宮、輪王寺、二荒山神社の世界遺産があり、
中禅寺湖、戦場ヶ原、男体山等を擁する日光国立公園でもある。「華厳の滝」はほぼ日光の中心に位置している。
「華厳の滝」に設置されているエレベーター施設は昭和５年に開業され、民間企業が運営している。定員30名、
２基のエレベーターが高低差100㍍を上下し、利用料金は大人530円、所要時間１分間で、年間を通して運転し
ていた。観瀑台からは遠くに「華厳の滝」を見ることになり、スケール感に乏しい。しかし、いろは坂から見た「華
厳の滝」は男体山、中禅寺湖を背後に控え、雄大な景色を楽しませてくれた。
　季節が２月と云うこともあり、景色に寂しさはあったが、観光地として規模の大きさを感じた。

エレベーターを降り、観瀑台へ通じるトンネル。観瀑
台では土産物を販売する小さな売店が営業していた

エレベーター
施設棟

観
瀑
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むすび　　視察を終えて

　日光には、国宝・重要文化財が収められている二荒山神社、徳川家康公を祀る日光東照宮、重要文化財の三仏堂

がある日光山輪王寺など、世界遺産に登録された建造物がある。

　また、それらを擁するように日光国立公園があり、男体山、水面の海抜高度日本一を誇る中禅寺湖、そこから流

れ落ちる「華厳の滝」など観光には事欠かない。歴史書をひもとくような由緒ある社寺や自然の営みが悠久のとき

を経てたどり着いた日光国立公園、日光観光は昭和29年のいろは坂有料道路の開通など、道路網の整備を契機と

しその地位を確立していった。

　視察の主な目的は、滝を中心にした観光開発による村内産業の活性化である。

　栃木県の日光「華厳の滝」と茨城県大子町の「袋田の滝」は観光地としての規模を考えたとき、周辺の観光施設

を含め比較にならない。今回の視察では、観光の経営形態の違い（「華厳の滝」エレベーターは民間企業、「袋田の滝」

は町営）、及び自治体規模（大子町は過去50年間で人口が50㌫減少し、現在の人口は２万人を割っている）を考慮し、

茨城県大子町の「袋田の滝」を視察の中心に据えた。

　繰り返しになるが、「袋田の滝」観瀑施設は、訪れた観光客に圧倒的なスケールと臨場感で「袋田の滝」を表現し、

観光客を感動させてくれる。

　順序立てて話を進める、先ず最初に観光客を迎えてくれるのは、参道沿いにある茶店、土産物店などである。呼

込みの声やガラス越しに見える店内の様子は自然と観光気分を盛上げてくれる。

　トンネル手前の料金所までは多少勾配はあるがアスファルト舗装されたスロープが続き、中間の僅かな平地を利

用して鉄筋コンクリート造のトイレ棟が建設されている。

　トンネル以降の施設利用料は大人が300円、子どもは半額の150円に設定されていた。トンネル内天井部に設

置されているイルミネーションは、色とりどりの灯りで幻想的な雰囲気を創り出し、コンクリートに囲まれて歩く

圧迫感を和らげてくれそうだ。残念ながら、この時は時間がまだ早く点灯していない。トンネル内には外に、「四

段の滝不動尊」が祭られていた。

　エレベーターは、既設観瀑台から観光客の目線を標高差にして43㍍一気に押し上げ、標高の違う３つの新観瀑

台は滝の姿をそれぞれに変え私たちに見せてくれた。

　一年を通し営業できる環境は、指定管理者による運営を可能にし、７・８人程度の雇用を生んでいる。加えて、

温泉等の宿泊施設利用、特産品の販売など波及効果は大きいことが想像できる。

　島牧村の産業が行き詰まりを見せる中。「賀老の滝」を中心とした観光開発、村内産業の活性化は、島牧村とし

て生き残りをかけた、また、議会に課せられた命題の一つである。

　大子町のような、施設利用料を徴収し財源とした、エレベーター等の思い切った観光施設整備、或いは、施設整

備に頼らず、在るがままの大自然を観光客自身が理解し、訪れる価値を高める観光のあり方。勿論、積極的な行政

からの情報発信、自然愛好家や専門家による「狩場茂津多道立自然公園」を題材としたパネルディスカッション、

イベント開催等は必要不可欠である。

　いずれにしても、行政、住民、議会が一丸となって取組んでいかなければならない。
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［１月］
　６日　消防出初式　（改善センター　佐藤議長ほか）
　８日　成人式　（おあしす　佐藤議長ほか）
１２日　例月出納検査
１８日　後志広域連合議会臨時会　（倶知安町　佐藤議長）
２０日　全員協議会、新年交礼会
２８日　民主党北海道2012年新春パーティー　（札幌市　佐藤議長）

［２月］
　３日　参議院議員徳永エリ新年交歓会　（札幌市　佐藤議長）
　５日　いちはし修治新春の集い　（倶知安町　佐藤議長）
　７日　南部後志町村議会正副議長会先進地視察　（白老町　佐藤議長、長尾副議長）
　９日　後志広域連合議会全員協議会　（倶知安町　佐藤議長）
１３日　例月出納検査
１４日～１６日　議員先進地視察　（茨城県・栃木県　佐藤議長ほか）
１９日　後志地域まちづくり学習会・村田のりとし新春の集い　（壮瞥町　佐藤議長）
２１日　後志町村議会議長会役員会・定期総会　（洞爺湖町　佐藤議長）
２３日　後志町村等監査委員協議会第2回研究協議会　（札幌市　瀬戸川議員）
２４日　北海道監査委員協議会第65回定例大会　（札幌市　瀬戸川議員）
２８日　後志広域連合議会 　（倶知安町　佐藤議長）

［３月］
　１日　議会運営委員会
　２日　南部後志環境衛生組合議会　（黒松内町　後藤議員）
　　　　南部後志衛生施設組合議会　（寿都町　長尾副議長）
　７日　第１回村議会定例会
１３日　例月出納検査、スポーツ表彰式　（おあしす　佐藤議長）
１４日　第１回村議会定例会（２日目）、予算特別委員会
１５日　道道美川黒松内線現地調査、中学校卒業式　（佐藤議長ほか）
１７日　保育所卒園式　（佐藤議長ほか）
２２日　小学校卒業式　（佐藤議長ほか）
　　　　岩内・寿都地方消防組合議会　（岩内町　髙島議員）
２５日　はちろ吉雄政経セミナー　（小樽市　佐藤議長）

議 会 日 誌
平成24年１月から３月


